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研究成果の概要（和文）：古代ギリシア社会にあっては、近代世界のような警察組織や司法組織

が不在であったかわりに、ポリス国家の下部にある中間諸団体における人的結合関係が、未然

に紛争を防止したり、あるいは紛争が起こった場合にその解決にむけて一定の回路を提供して

おり、それがポリス社会の安定化につながっていったという仮説を提起することができる。 
 
研究成果の概要（英文）：Although the absence of police force and judicial systems as in the 
modern states was remarkable in ancient Greek cities, social ties within the subgroups of 
the polis such as demes and phylai were largely responsible for preventing social conflicts 
and settling them once they occurred, which served to stabilize the polis society. 
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者（橋場）は、これまで「強制権
力の介在なしに、自由で対等なポリス市民が
自治を維持できたのはなぜか」という一貫し
た問題意識の下で、主としてアテナイ民主政
の文法（民主政コード）を明らかにしてきた。
橋場は欧米学界の研究動向をふまえてこの
問題意識をさらに発展させ、官僚制と警察権
力の不在という条件下で、ポリス民主政にお
ける紛争解決が図られたそのいくつかのモ
ードとコードを探ることによって、ギリシア
（アテナイ）民主政に特有の公共圏の姿が解
明できるのではないか、という着想に至った
のである。 

 
２．研究の目的 
（１）一般市民による社会秩序維持の方法に
は、どのようなものがあったかを明らかにす
る。たとえば、国家の安危に関わる公安事件
が起こった場合、また日常的な公私の事件を
解決する場合、近代であれば警察や執達吏が
行った仕事を、ポリス市民がどのように行っ
たか。 
（２）公私の紛争解決は、裁判などの公的な
制度のチャンネルを通すものの他に、どのよ
うなものがあったかを明らかにする。 
（３）一般市民は、私的利害の追求といった
利己的な動機の他に、どのような動機によっ
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て社会の秩序維持に参加したかを明らかに
する。 
（４）このような一般市民の参加による秩序
維持のあり方は、ポリス社会の公共圏の構造
に、どのような光を当てるかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）全体としては、まず古代ギリシアのポ
リス社会において一般市民が公私の紛争解
決に参加した諸相を、同時代史料の分析を通
して明らかにすることを目指す。そして、そ
こから得られた知見を、近年盛んになってき
ている古代民主政の権力論・暴力論、および
司法制度の政治解決的機能をめぐる議論に
交錯させ、古代ギリシア社会における権力構
造についての諸相を新たに照らし出そうと
する。 
（２）そのために一次史料と最新の研究成果
を収集し、国内外の研究者たちとの議論を深
め、研究成果を公表する。 
 
４．研究成果 
（１）2008 年度は、古代ギリシア人の紛争解
決方法にどのようなものがあったか、とくに
国家権力の直接の介入なしに、市民たちが日
常において自律的に紛争解決に当たった様
相を明らかにするべく、その証拠の全体的把
握に努めた。同時に、そのような紛争解決の
諸モードを、古典期民主政のアテナイと、そ
の他のポリスとの間で、比較文化史的方法に
よって比較検討した。 
（２）さらには、ポリス社会型の紛争解決モ
ードが、その後のヘレニズム社会、とくにア
レクサンドロス大王以後のギリシア社会に
おいて、どのような変容をとげたのかを調査
研究した。その結果、ポリス社会は、ヘレニ
ズム時代以降、政治的独立性は喪失したもの
の、なお市民生活の基盤としての機能は失っ
ておらず、民衆法廷をはじめとしてポリス市
民団内部での紛争解決機構はなお存続して
いたことが明らかとなった。 
（３）2009 度においても引き続き、古代ギリ
シア人の紛争解決方法にどのようなモード
があったかを、比較文化史的に比較検討した。
くわえてこのテーマに関して、ギリシア歴史
家断片集の国際的改訂作業である Brill’s 
New Jacobyプロジェクトに参加し、いくつ
かの歴史家断片に関して、そのテキスト伝承
と研究史について、内外の研究動向をふまえ
ながら、あらたなテキスト確定とコメンタリ
作成に従事した。この作業を通して、前４世
紀アテナイの住民構成を公共圏の立場から
解明した。 
（４）前項の目的を達成するために、短期間、
ロンドン大学古典学研究所、及びケンブリッ
ジ大学大学図書館・古典学部図書館に出張し、
ギリシア歴史記述のいくつかの古典史料の

諸刊行本、および研究文献を調査検討した。
また古代ギリシア世界における社会の成員
間の紛争解決について、ケンブリッジ大学教
授 P.A. Cartledge教授と意見交換した。 
（５）その結果、アテナイオスとディオゲネ
ス・ラエルティオスの初版本と、現行刊本と
の間では大きなテクスト上の開きがあるこ
と、またアテナイの奴隷数を 40 万人と記し
たクテシクレス断片１のテクスト伝承には、
従来の研究史の推定とは異なり、基本的に誤
伝・誤写を認めるべきではないとの結論に達
した。そして古典期における紛争解決モード
に関するかぎり、アテナイとそれ以外のポリ
スとの間では、さほど根本的な差異がないこ
とが判明した。 
（６）2010 年度（最終年度）においては、引
き続き同様の問題関心から、史料・研究文献
の収集と解読・調査に従事した。調査の焦点
となったのは、古代ギリシア人の紛争解決方
法において、村落共同体もしくは街区のよう
な、地縁共同体における人的結合関係が、国
家権力の介入なしに市民たちが自律的に紛
争解決にあたるに際して、どのような機能を
果たしていたか、という論点であった。 
（７）その証拠の全体的把握に努めるために、
法廷弁論（とくに前四世紀）における具体的
な紛争事例の調査につとめた。その結果、役
人や裁判所などの公的機関が事案に介入す
る以前に、地縁共同体の住人が紛争当事者間
の論議に積極的に関与し、場合によってはそ
のどちらかに助力し、あるいは後に法廷での
証言を提供するなどの役割を果たしていた
ことがわかった。 
（８）法廷弁論のみならず、伝アリストテレ
ス『アテナイ人の国制』の精密なテクスト研
究をも行うことによって、アテナイ民主政に
おける司法と紛争解決の具体的な様相が、研
究史とともに明らかになった。この作業にお
いて明らかになったことは、特定の訴訟手続
き、たとえば apagoge/endeixis（現行犯逮捕）
などにおいては、一般市民が直接実力行使に
よって窃盗や追い剥ぎ・誘拐といった
kakourgia（悪事犯）の実行犯を逮捕連行す
る制度がすでに国制の中に組み込まれてお
り、private initiativeの機能に国制が依存す
る部分がかなり大きかったことである。 
（９）以上の論点を最終的に総合して明らか
になったことをまとめると、以下の通りであ
る。 
 ①アテナイにおいて基本的に警察機能を
担っていたのは、非常時であれ平時であれ、
ほかならぬ一般市民だった。まず国家の安危
に関わる非常時の警察機能についてみると、
体制転覆ないしその陰謀と疑われるような、
今日で言う公安事件に対しては、評議会が全
面的にその任に当たったと思われる。アテナ
イの場合、ペロポネソス戦争後半期にそのよ



うな重大事件が何度か起こるが、前 415 年夏
に起こった石柱像破壊・秘儀冒涜事件はその
代表であろう。空前の規模で計画されたシチ
リア遠征出発の直前、アテナイ市街の辻々に
立っていたヘルメス神石柱像の顔面を、一夜
にして何者かがほぼことごとく破壊すると
いう事件が発生した。さらにその上、遠征軍
指揮官であったアルキビアデスら一部の富
裕市民の家において、神聖なるエレウシスの
秘儀を真似た悪戯が行われたとの密告がも
たらされた。国家挙げての遠征軍派遣を目前
にして起こったこの一連の神聖冒涜事件は、
たんなる涜神行為ないし悪戯ではなく、民主
政転覆の陰謀と解釈され、アテナイ市民はた
ちまち恐慌状態に陥る。彼らは、事件の背景
にペロポネソス戦争の相手国であるスパル
タの関与があり、反民主勢力がスパルタ軍の
手引きをしていると疑ったのである。 
 この事件に際しては民会が評議会と協力
して、いかなる涜神行為であれ事実を知る者
は、市民・外国人・奴隷を問わず、密告すれ
ばたとえ事件の当事者でも罪に問われない
と決議するが、重要なのは評議会の役割であ
る。このとき評議会は、民会決議を受け、実
際の犯人捜索および逮捕に全面的に取り組
んでいる。ここでは評議会が（民会の委任を
受けてではあるが）事実上全権を掌握して事
件への対処を陣頭指揮していることが注目
される。 
 もう一つ注目されるのは、武装した一般市
民が評議会と将軍の呼びかけに応じて自発
的に集まり、治安維持警察の役目を果たした
ことである。ここで注目されるのは、軍隊が
本来の任務として治安維持を命ぜられたの
ではなく、自発的に武装して集まった市民た
ちがその任に当たったということである。フ
ィンリーによれば、同様のことはローマ共和
政においても前 186 年と前 122 年の国内危機
に際して実行された。いずれの場合でも、武
装して集まった市民たちは志願して自発的
にそうしたのであって、強制的に動員された
わけでも軍務規律に服したわけでもなかっ
た。 
 このようにアテナイでは、非常事態にあっ
て強制権力を発動した国家機関は評議会で
あったが、同時にその評議会でさえも、武装
して自発的に集まった一般市民の治安維持
機能に依存していた。国家権力が何らかの暴
力装置に集中せず、むしろ市民各自が武装す
る権利を留保しているアテナイ民主政にあ
って、これは当然の帰結と言えた。 
 ②非常時にあっては、このようにある程度
まで公権力が強制力として期待できたので
あるが、それはあくまで例外的な事態に限ら
れる。では平時にあって、犯人の捜査、逮捕、
判決の執行などはどのように行われたのか。
平時にあってその役割を期待されたのは、ほ

とんどの場合当事者を含む一般市民たちで
あった。役人が強制権力を行使する場合もあ
るが、それはあくまで限定的であり、主とし
て社会秩序維持の役割を期待されたのは、一
般市民自らの意志による自発的な行動であ
った。その場合、ある程度の暴力を行使する
ことも容認されていたが、彼らの行為がたん
なる自力救済（self-help）とことなるのは、
それがたいていの場合司法による最終的解
決を前提にしていることであった。こうした
市民たちの、（時には一見 rough  justiceとも
思える）自発的な紛争解決行動を、私的イニ
シアティヴ（private initiative）と呼ぶ。自力
救済の集積が原理的には無秩序状態に帰結
すると想定されるのに対し、私的イニシアテ
ィヴは逆に結果として社会秩序の維持を指
向するのである。そしてそれが、多かれ少な
かれ、最終的には訴訟と裁判という国家の公
的な紛争解決モードに収斂することが最大
の特徴である。 
 ③さてそのように裁判の場で下された判
決が、どのようにして強制・執行されたのか。
判決がいわゆる刑罰である場合、被告の身体
に関わる刑である時には「十一人」がその執
行に当たった。しかし問題は罰金刑の場合、
さらに私的訴訟における財産の帰属をめぐ
る判決の場合である。この場合も、訴訟が公
的なものであれ私的なものであれ、判決の実
行は勝訴した当事者の実力行使に委ねられ
ている。被告が罰金を科された場合、それを
取り立てにゆくのは国家の役人ではなく、勝
訴した側の市民である。財産の帰属をめぐる
私的訴訟の場合であっても、貸し手が勝訴し
た場合、国家は貸し手に実力で相手の財産を
差し押さえる権限を与える。多少の例外は別
として、差し押さえのための執達吏は存在し
ないのである。 
 ④市民たちの私的イニシアティヴに警察
機能の多くが委ねられているという事実は、
市民の能動的・自律的社会参加に大きな期待
が寄せられていたことを意味する一方で、他
方近代的観点からすれば、アナーキーに傾き
かねない脆弱性を含んでいるようにも見え
る。確かに、犯人の捜索、逮捕、訴追などの
業務が大部分当事者に任されている以上、当
事者の実力行使が合法的に許される範囲も
大きかったと考えざるをえない。反対に、も
し誰も私的イニシアティヴを執る意志がな
かった場合、不法行為はそのまま放置される
ことになるわけである。 
 一般的に言って、おそらくこのようなベー
スに（国際的緊張など）何らかの不安定要因
が付け加われば、スタシス（内乱状態）へと
社会のモーメントが大きく傾いたのであろ
うと推測される。しかしながら実際には、少
なくとも前四世紀のアテナイ民主政に関す
るかぎり、私的イニシアティヴに依存する社



会秩序維持システムがアナーキーへと傾く
事態は発生せず、むしろ社会は前世紀に比較
するとかなり安定していた。その要因として
考えられるのは、まず第一に、前述の通りた
とえ当事者が自力救済を追求しているよう
に見えても、彼らの私的イニシアティヴはほ
とんどの場合法廷における訴訟を前提にし
ていること。一見リンチや rough justiceのよ
うに見える行為でも、実はポリスの法慣行に
則っており、多かれ少なかれ結果的には国家
の訴訟制度に収斂される回路の中で行われ
ているのである。 
 もう一つ注目できるのは、当事者やその近
親者以外の、いわば善意の第三者としての立
場にある市民たち、すなわち史料において
「 居 合 わ せ た 人 々 （ hoi parontes, hoi 
paragenomenoi）」もしくは「通りすがりの人々
（hoi pariontes）」と呼ばれている人びとが重
要な役割を果たしていることである。法廷弁
論には、何らかの係争現場にたまたま遭遇し
た周囲の人々が、（当事者のどちら側につく
にせよ、あるいはどちら側にもつかないにせ
よ）その事件の解決に能動的にコミットする
ケースが頻繁に現れる。彼らは、（もちろん
そうした人々もいたにちがいないが）たんに
事件を傍観する野次馬なのではなく、当事者
に対して何らかの積極的な協力を提供する。
しかも彼らの行動は場当たり的と言うより
は何らかの法慣行に基づいた一定のパター
ンに従っているように見え、やはり結果的に
訴訟に収斂される場合が多く、広義の紛争解
決システムの中に重要な一要因として組み
込まれているように思われるのである。 
 ⑤アテナイ民主政は、社会秩序維持のため
に特別の国家機関を設けることはせず、また
どこかに公権力を集中するということもし
なかった。アマチュア市民からなる役人組織
は官僚制とはほど遠い存在であり、また警察
は国有奴隷からなるごく微弱なもので権力
主体としての独立性を持たず、つねに役人に
監督される立場にあった。国家の非常事態に
際しては例外的に五百人評議会などの国家
機関が公安警察としてのイニシアティヴを
執ることはあったものの、日常的な秩序維持
に関して国家機関が果たす役割はおおむね
受動的であり、能動的な役割を果たすのはつ
ねに一般市民であった。紛争解決に際して重
要な役割を果たすのは、まずは私的イニシア
ティヴを執る市民たちであったが、彼らだけ
で紛争解決が実現したわけではなく、多くの
場合直接の利害当事者ではない「居合わせた
人々」が、ポリス市民としての公的な立場か
らそれに参加したことも見逃すことはでき
ない。 
（１０）まとめとして、古代ギリシア社会に
あっては、近代世界のような警察組織や司法
組織が不在であったかわりに、ポリス国家の

下部にある中間諸団体における人的結合関
係が、未然に紛争を防止したり、あるいは紛
争が起こった場合にその解決にむけて一定
の回路を提供しており、それがポリス社会の
安定化につながっていったという仮説を導
くことができた。 
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